
祭九学会は昨年はS41回が当
番学年でした。今年は第36回
目の秋の例大祭への参加とな
り、S42回の実行委員会の人た
ちが担当をします。現在、グッ
ズを販売中ですので、皆様方
のご協力をお願い致します。

平成26年度 藤崎宮秋季例大祭 第36回 記念

第36回記念オリジナルバッチ
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４
月
18
日
㈮
６
時
半
か

ら
、
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
に

お
い
て
、
２
０
１
４
年
度

九
州
学
院
同
窓
会
定
期

総
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、関
東
・
関
西
な
ど
か
ら
の

参
加
者
も
合
わ
せ
約
６
０

０
名
の
同
窓
生
が
集
い
お

互
い
の
親
睦
を
深
め
母
校

の
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
全
国

で
も
有
名
に
な
っ
た
九
州

学
院
チ
ア
ダ
ン
ス
部
ミ
リ

ア
ム
ズ
の
元
気
は
つ
ら
つ

と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
１
３
年

度
の
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、監
査
報
告
の
後
、２
０

１
４
年
度
活
動
計
画
、
収

支
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
二
年

に
一
度
の
役
員
改
選
の
年

で
、
松
村
敏
人
会
長
に
替

わ
り
山
﨑
恒
雄
副
会
長
が

昨
年
春
、
佐
藤
征
紀

氏
（
Ｓ
10
回
・
元
熊
本
県

警
）、大
久
保
房
輝
氏
（
Ｓ

10
回
・
元
警
視
庁
）
は
共

に
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

５
月
15
日
、
受
章
者
と

そ
の
配
偶
者
な
ど
一
、
一

八
〇
人
が
皇
居
に
招
か

れ
、
二
部
屋
に
分
か
れ
て

天
皇
陛
下
拝
謁
式
に
臨
み

ま
し
た
。
そ
の
際
、
陛
下

の
前
で
御
礼
言
上
を
読
み

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋

の
代
表
が
、
な
ん
と
陸
上

部
の
同
級
生
、
佐
藤
氏
と

大
久
保
氏
で
し
た
。

〈
お
願
い
〉

叙
勲
に
関
し
ま
し
て
は

新
聞
等
で
調
べ
て
ご
報
告

し
て
い
ま
す
が
、
記
載
漏

れ
が
あ
れ
ば
ご
容
赦
下
さ

い
。
ご
本
人
を
含
め
て
皆

様
方
か
ら
の
情
報
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

私は、昭和34年4月に九州学

院中学校に入学しました。クラ

ブ活動としては、柔道部に入部

しました。私は弱かったのです

が、現在熊本県の農協中央会の

会長をしている園田俊宏君が強くて、彼を大将とし

て、中体連に出場し、三位になった事を憶えています。

又、白羊会にも入って、担任の田中善一先生に連れ

られて花岡山の早天祈祷会に参加した事も懐かしい

思い出です。

高校では、その続きで敬愛会にはいりました。三

年生になって、私が会長、松隈貞雄君と長岡立一郎

君が副会長になりましたが、副会長であったお二人

は、その後牧師になり大活躍、長岡君に至っては、

現在九州学院の理事長を務めています。それにひき

かえ、キリスト教徒としての我が身をふりかえると、

いささか内心忸怩たる思いがします。高校時代は、

ボーイスカウトの世界ジャンボリーに参加したり、ア

メリカに交換留学生として留学したりして、まともに

勉強したと云う記憶はありません。そんな私が言う

のは、多少憚られるのですが、私が会長を務めてい

る熊本県医師会では、九学出身者は極めて少数で

す。大先輩には、精神科の宮川太平先生、小児科の

江上経誼先生初め錚錚たる方々がおられますが、若

い会員はほとんど見かけません。阿部新院長のもと、

もっと多くの卒業生が医学部を目指し、熊本県医師

会の会員になってくれる事を期待しています。

ー 特別寄稿 ー

九州学院への想い

福田　稠（Ｓ18回）

新
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
な
わ
れ
た
懇

親
会
は
、
教
職
員
、
若
手

の
会
の
役
員
、「
祭
九
学

会
」
役
員
（
Ｓ
42
回
）
な

九
学
Ｏ
Ｂ
二
人
が

拝
謁
式
御
礼
言
上

2014大同窓会を開催
〜新会長に山﨑恒雄氏を選出〜

ど
の
紹
介
も
あ
り
、
会
場

は
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
、
お
互
い
の
近
況
報

告
や
昔
話
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

顧
問

　

斉
藤　

堅
固（
旧
22
回
）

　

土
山　

研
三（
Ｓ
8
回
）

　

内
村　

公
春

　

阿
部　

英
樹（
Ｓ
28
回
）

　

松
村　

敏
人（
Ｓ
6
回
）

相
談
役

　

井
上　

元
二（
旧
29
回
）

　

淺
川　

牧
夫（
Ｓ
12
回
）

　

岡
嶋　

勇
治（
Ｓ
14
回
）

　

堤　
　

公
一（
Ｓ
18
回
）

　

緒
方　
　

徹（
Ｓ
18
回
）

会
長

　

山
﨑　

恒
雄（
Ｓ
21
回
）

副
会
長

　

小
手
川　

勲（
Ｓ
24
回
）

　

大
久
保
孝
介（
Ｓ
32
回
）

　

橋
口　

武
弘（
Ｓ
35
回
）

監
査
役

　

内
田　

敏
視（
Ｓ
16
回
）

　

髙
野　

正
晴（
Ｓ
23
回
）

　

木
村　

昭
彦（
Ｓ
28
回
）

事
務
局
長

　

廣
島　

秀
二（
Ｓ
26
回
）

育
英
奨
学
委
員
長

　

吉
岡　

友
章（
Ｓ
18
回
）

広
報
委
員
長
（
兼
任
）

　

小
手
川　

勲（
Ｓ
24
回
）

企
画
委
員
長

　

松
永　

修
尚（
Ｓ
34
回
）

会
員
委
員
長

　

吉
永　

彰
一（
Ｓ
36
回
）

若
手
の
会
会
長

　

柴
田　

正
樹（
Ｓ
43
回
）

同
窓
会
年
次
事
業
計
画

■
４
月

◦
入
学
式
に
会
長
出
席

小
崎
義
昭
参
与

事
務
局
を
退
職

Ｓ（
新
制
）1
回=

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）の
卒
業

２
０
１
４
同
窓
会
新
役
員

日本政府は、日本語（「ふるさとの風」）と韓
国語（「日本の風」）による番組の中で、北朝
鮮にいる拉致被害者に向けて家族・友人から
のメッセージなどを毎日短波放送で届けてい
ます。2月28日、内閣官房拉致問題対策本部、
ＦＭ東京のスタッフやＯＢの拉致被害者松木薫
氏（Ｓ24回）の弟信宏氏（Ｓ43回）らが来校
し、メッセージの録音を行いました。
なお、この日、売店に設置してあった松木氏救出支援の募金箱

（31,664円）と有志からの寄付92,605円が、山﨑恒雄九学同
窓会会長から松木信宏氏に渡されました。

OB拉致被害者
松木薫氏救出支援金は約10万円

小
崎
義
昭
九
州
学
院
同

窓
会
参
与（
Ｓ
4
回
・
元
九

州
学
院
事
務
長
）が
、１
月

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

（
以
下
、
実
行
委
員
会
）

大
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
■
５
月

◦
奨
学
金
授
与
式

◦
育
友
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）総
会
で

10
年
会
費
に
つ
い
て
依
頼

■
６
月

◦
同
窓
会
新
聞
発
行

◦
役
員
会
・
実
行
委
員
会

◦
反
省
会

■
７
月

◦
常
任
幹
事
会

■
９
月

◦
常
任
幹
事
会

■
10
月

◦
奨
学
生
・
給
費
生
を
励

ま
す
会

◦
常
任
幹
事
会

◦
高
校
３
年
役
員
に
10
年

会
費
に
つ
い
て
依
頼

■
11
月

◦
常
任
幹
事
会

■
12
月

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

■
１
月

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

■
２
月

◦
常
任
幹
事
会

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

◦
高
校
卒
業
生
に
同
窓
会

活
動
の
紹
介

◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
幹

事
・
高
校
３
年
関
係
の

担
任
お
よ
び
同
窓
会
役

員
・
事
務
局
の
懇
親
昼

食
会

■
３
月

◦
高
校
卒
業
式
に
会
長
出

席
、
新
卒
業
生
に
記
念

品
贈
呈

◦
高
校
卒
業
式
に
卒
業
50

年
と
卒
業
30
年
方
々
学

院
か
ら
招
待

◦
中
学
卒
業
式
に
会
長
出

席
、
新
卒
業
生
に
記
念

品
贈
呈

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

◦
常
任
幹
事
会

31
日
を
も
っ
て
同
窓
会
事

務
局
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

九
州
学
院
中
学
校
に
入

学
以
来
、
な
ん
と
70
年
間

九
州
学
院
に
関
わ
り
、ま

さ
に「
九
学
の
生
き
字
引
」

と
言
わ
れ
る
存
在
で
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

略　歴
福田　稠（S18回卒）
昭和21年5月10日生（68歳）
昭和34年九州学院中学入学
昭和39年アメリカニューヨーク州の高校へ留学
昭和56年より福田病院院長
平成16年4月より平成22年3月まで熊本市医師会長
平成22年4月熊本県医師会長

○
宮
川
太
平
氏（
Ｓ
5
回
）

　

瑞
宝
中
緩
章
（
医
学
）

○
賀
村
英
治
氏（
Ｓ
12
回
）

　

瑞
宝
単
光
章

○
松
田
清
見
氏（
Ｓ
8
回
）

　

藍
綬
褒
章 叙

勲

096-366-4533
http：//www.kyugakudousoukai.jp/

山﨑恒雄

前会長  松村敏人氏

新会長  山﨑恒雄氏

松木薫氏（S24回）



各
分
野
で
羽
ば
た
く
同
窓
生
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り
ま
す
。

▪
連
絡
先
：
中
尾
幹
事
長

０
９
０
・
５
１
６
１
・
６
１
１
７

新
会
長
に
野
々
口
氏

福
岡
九
学
会

新会長から花束を渡される
緒方前会長

３
月
２
日
㈰
午
後
５
時

よ
り
、
博
多
都
ホ
テ
ル
に

お
い
て
「
福
岡
九
学
会
」

の
総
会
と
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
約
60
名
が
参
加
し

盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
現
会
長
の

緒
方
清
司
氏
（
Ｓ
７
回
）

か
ら
野
々
口
稔
氏
（
Ｓ
22

回
）
へ
の
会
長
引
き
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
睦
会
を
開
催

小
国
郷
九
学
会

３
月
16
日
㈰
、
阿
蘇

山
鹿
灯
篭
国
伝
統
工
芸

品
指
定
の
立
役
者

花
岡
興
史
氏（
Ｓ
32
回
）

九
州
文
化
財
研
究
所
取

締
役
研
究
部
長
の
花
岡
興

史
氏
（
Ｓ
32
回
）
は
、
経

済
産
業
省
産
業
構
造
審

議
会
専
門
委
員
と
し
て
活

躍
。
山
鹿
灯
篭
が
国
の
伝

統
工
芸
品
指
定
（
２
０
１

３
）
と
な
る
た
め
に
、
多

大
な
尽
力
を
し
ま
し
た
。

４
月
26
日
に
は
熊
本
県
伝

統
工
芸
館
で
「
山
鹿
灯
篭

の
歴
史
と
技
法
」
と
い
う

講
演
を
行
い
指
定
に
至
る

ま
で
の
逸
話
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。

同
時
期
に
、
同
工
芸
館

で
開
催
さ
れ
た
『
伝
統
と

わ
ざ
と
心
・
山
鹿
灯
篭
展
』

に
は
、
九
州
学
院
歴
史
資

料
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
「
山

鹿
灯
篭
の
九
州
学
院
本
館

模
型（
ス
ケ
ー
ル
１
／
50
）」

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

競
泳
日
本
選
手
権
で
優
勝

池
端
宏
文
選
手

宮
本
靖
子
選
手池端宏文選手宮本靖子選手

４
月
10
日
、
11
日
に
東
京

燃
え
る
母
校
愛  

各
地
で
同
窓
会

10
月
25
日
㈯
に

総
会
・
懇
親
会

東
京
九
学
会

東
京
九
学
会
は
4
月
8

日
に
広
報
誌
「
東
九
通
信
」

の
第
13
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
前
院
長
の
挨
拶
を
は

じ
め
、
会
員
の
エ
ッ
セ
イ

な
ど
充
実
し
た
内
容
で
す
。

７
月
５
日
㈯
16
時
よ
り

Ｋ
Ｇ
会
主
催
「
新
卒
者
歓

迎
・
お
す
す
め
の
東
京
観

光
」
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、S43m

iyata@
kg-kai.jp

ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り

ま
す
。２

０
１
４
年
度

懇
親
会
を
開
催

神
奈
川
支
部

５
月
24
日
（
土
）
午
後
、

横
浜
中
華
街
の「
翠
香
園
」

で
、
九
州
学
院
同
窓
会
神

奈
川
支
部
の
「
２
０
１
４

年
度
懇
親
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

神
奈
川
在
住
の
九
学
同

窓
生
ほ
か
に
、
東
京
九
学

会
の
高
森
幹
事
長
、
熊
本

か
ら
も
村
上
事
務
長
、
小

手
川
同
窓
会
副
会
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

今
年
86
歳
（
旧
制
30
回

卒
）
の
大
先
輩
を
は
じ
め

ご
年
配
の
方
々
も
多
く
参

加
さ
れ
、
お
互
い
の
近
況

や
九
州
学
院
時
代
の
思
い

出
話
な
ど
で
、
少
人
数
な

が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

７
月
12
日
㈯
に

総
会
・
懇
親
会

関
西
九
学
会

７
月
12
日
㈯
夕
、
5

時
よ
り
ハ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
6
階
の
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
で
２
０

１
４
年
度
の
関
西
九
学
会

懇
親
会
・
総
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
費
は
一
万
円
、

た
だ
し
学
生
は
二
千
円
、

新
入
生
は
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

郡
小
国
町
は
げ
の
湯
温
泉

「
ま
つ
や
」
で
、
長
い
伝

統
を
誇
る
小
国
郷
九
学
会

の
親
睦
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
約
20
名
の
ほ
か

に
、
学
校
、
同
窓
会
か
ら

も
参
加
し
、
盛
会
に
終
わ

り
ま
し
た
。

私は、平成25年度の司法試験に合格し、
現在、熊本で司法修習生として研修をし
ています。司法修習生とは、司法試験に
合格し、裁判官・検察官・弁護士となる
ため、最高裁判所から命じられて司法研

修所・裁判所・弁護士会で法律実務を修習中の者をいいます。
私が司法試験の受験勉強を始めたのは、26歳の時でした。
司法試験に合格するということは、当時の私にとって実現す
ることができるかわからない大きな目標でした。結果が出な
いときには、司法試験の受験を諦めようか、そもそも司法試
験を受験しなければよかったのではないかと思うこともあり
ました。
しかし、私が司法試験を諦めなかったのは、サポートして
くれた両親や友人などに中途半端な状態で諦めるのは申し訳
ないという気持ちがあったことや、仮に司法試験を諦めたら、
将来の自分が後悔するのではないかと思ったからです。
私は、司法試験を通して一番重要だと思ったことは、自分
にとっての目標を設定し、その目標を簡単に諦めないという
ことです。
目標を立てるのに遅すぎるということはありません。目標
を設定し、それに邁進すれば、必ず目標を達成することがで
きます。

目標に向けて邁進すれば
必ず夢はかなう

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行

わ
れ
た
、
仁
川
ア
ジ
ア
大

会
な
ど
の
代
表
選
考
会
を

兼
ね
た
競
泳
の
日
本
選
手

権
男
子
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ

フ
ラ
イ
で
池
端
宏
文
選
手

（
Ｓ
63
回
・
法
政
大
）
が
優

勝
。宮
本
靖
子
選
手（
Ｓ
65

回
・
東
洋
大
）も
女
子
２
０

０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
池
端
選
手
は
、

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選
手
権

（
８
月
21
日
開
幕
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）と
仁
川
ア

ジ
ア
大
会
（
９
月
19
日
開

幕
・
韓
国
）の
日
本
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

東
洋
太
平
洋
Ｓ
Ｆ
級
３

位
の
選
手（
比
）に
快
勝

竹
中
良
選
手（
Ｓ
56
回
）

２
月
10
日
㈪
、
後
楽
園

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
グ
ロ
ー
ブ
＆
」
Ｄ
Ａ

Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｎ
93
［
東
洋･

日
本
］

ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
級
８
回

戦
が
行
わ
れ
、
九
州
学
院

Ｏ
Ｂ
の
竹
中
良
選
手
（
三

迫
ジ
ム
所
属
・
Ｓ
56
回
）

が
レ
ネ･

ベ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
選

手
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
判
定

で
破
り
東
洋
太
平
洋
ラ
ン

キ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー

級
7
位
と
な
り
ま
し
た
。

温
泉
蒸
気
の
地
熱
発
電

所
を
開
設

穴
井
帝
史
氏（
Ｓ
34
回
）

　

小
国
町
西
里
の
温
泉
事

業
者
「
松
屋
」
を
経
営
す

る
穴
井
帝
史
氏（
Ｓ
34
回
）

は
、
県
内
で
は
初
め
て
の

温
泉
熱
を
使
っ
た
出
力
60

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
売
電
目
的

の
地
熱
発
電
所
を
５
月
に

開
設
し
ま
し
た
。

町
議
で
も
あ
る
穴
井
氏

は
「
小
国
町
は
国
の
環
境

モ
デ
ル
都
市
に
選
ば
れ
て

お
り
、
地
元
の
資
源
を
活

用
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
、

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

難
病
を
乗
り
越
え
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

中
山
泰
男
氏（
Ｓ
34
回
）

中
山
泰
男
氏（
Ｓ
34
回
）

は
、
ク
ロ
ー
ン
病
を
患
い

な
が
ら
も
２
月
16
日
に
行

わ
れ
た
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
初
挑

戦
し
、
多
く
の
人
に
勇
気

と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ン
病
は
消
化
器

に
原
因
不
明
の
炎
症
や
潰

瘍
が
出
来
る
も
の
で
、
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

り
な
が
ら
も
コ
ー
ス
終
盤

の
関
門
ま
で
走
り
続
け
ま

し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
施
設
長
の
要
職
に
あ
り
、

同
じ
病
気
を
も
つ
患
者
ら

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
副

理
事
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

熊
本
四
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
最
優
秀
選
手
賞

米
井
健
太
選
手

４
月
27
日
㈰
、
熊
本
四

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
で
優
勝
し
た
崇
城
大
の

米
井
健
太
選
手（
Ｓ
65
回
）

が
、
最
優
秀
選
手
賞
、
首

位
打
者
賞
（
打
率
４
割
４

分
４
厘
）、ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
の

「
３
冠
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

米
井
選
手
は
九
学
時
代

に
大
塚
（
楽
天
）、溝
脇
（
中

日
）萩
原（
明
大
）ら
と
活
躍
、

春
夏
３
回
の
甲
子
園
出
場

を
経
験
し
た
実
力
者
で
す
。

「
木
造
住
宅
設
計
コ
ン

ク
ー
ル
」
最
優
秀
賞

江
嶋
大
輔
氏（
Ｓ
63
回
）

平
成
25
年
度
「
第
12

回
く
ま
も
と
の
誇
り
あ
ふ

れ
る
木
造
住
宅
設
計
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
大
学
生
等
部

門
で
、
崇
城
大
学
３
年
の

江
嶋
大
輔
氏
（
Ｓ
63
回
）

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
く

ま
も
と
県
産
材
振
興
会
、

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
県
が
毎
年
、
県
内
の

高
校
・
大
学
等
の
学
生
を

対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
春
季
水
泳
大
会

で
個
人
メ
ド
レ
ー
で
二
冠

齊
藤
凌
選
手（
Ｓ
66
回
）

３
月
27
、
28
日
、
東
京
・

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ

れ
た
、
第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
春
季
水
泳
大
会
の
18
歳

以
下
で
競
う
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
の
部
、
男
子
４

０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

レ
ー
で
、齊
藤
凌
選
手（
３

月
末
日
ま
で
九
学
在
籍
）

が
、
４
分
12
秒
57
を
記
録

し
て
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

訃 

報（
敬
称
略
）

４月29日、大阪市中央体育館で
行われた、第62回全日本都道府県
対抗剣道優勝大会で、熊本が25年
ぶり５回目の優勝を果たしました。

熊本は、先鋒は九州学院剣道部
の現主将の山田選手をはじめ、次
鋒以下もすべて九学ＯＢで、監督の
亀井氏までもＯＢという、まさに「オー
ル九学」のチームでの優勝でした。

都道府県対抗剣道大会 
「オール九学」熊本が優勝

九
州
学
院
経
済
交
流
会

（
小
杉
康
之
会
長
・
１
９

５
名
）
で
は
、
６
月
23
日

㈪
に
在
校
生
の
た
め
に
、

九
学
体
育
館
に
現
在
活
躍

中
の
㈱
笑
お
う
!!
日
本
！

の
代
表
的
場
亮
氏
を
招
い

て
、「
一
瞬
の
感
動
を
人

生
の
き
っ
か
け
に
」
と
い

う
演
題
の「
特
別
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
夜
は
熊

本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で

同
氏
に
よ
る
講
演
会
、
総

会
、
懇
親
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
会
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

生
徒
の
た
め
に
講
演
会

話
題
の

的
場
亮
氏
を

講
師
に

経済交流会

卒
業
回　

氏 

名　

逝
去
年
月
日

旧
8 

堤　

喜
祐 

旧
12 

内
平　

半
蔵 

旧
14 

池
部　

幸
雄 

旧
17 

沼
田　

陽
一 

旧
20 

吉
川　

知
彦 

平
24

旧
21 

岩
上　

富
雄 

旧
21 

小
坂　

忠
雄 

旧
21 

紫
垣　

正
春

旧
21 

水
間　

忠
彦 

平
25
・
4

旧
22 

伊
津
野　

直 

平
24

旧
22 

永
田　

武
丞 

平
元

旧
24 

外
村
正
四
郞 

旧
25 

坂
井　

敏
明 

平
25

旧
25 

本
島　

正
博 

旧
26 

松
村　

英
也 

平
26

旧
28 

後
藤　

興
起 

旧
28 

中
林　

律
雄 

平
25

旧
29 

楠
原　

定 

旧
29 

高
浜　

勝
之 

平
24

旧
29 

宮
田　

繁
敏 

旧
30 

福
田　

有 

旧
30 

湯
谷　

幸
彦 

旧
31 

志
垣　

堅
造 

平
24

旧
31 

林　

清
一 

平
24
・
11
・
19

旧
32 

青
谷　

德
彦 

平
24
・
5
・
25

旧
32 

上
村　

武
広 

旧
32 

久
保　

和
憲 

平
24
・
12
・
22

旧
32 

桜
井　

淳
一 

平
25
・
10
・
17

旧
32 

堤　

達
祐 

平
20

旧
32 

中
西　

義
孝 

旧
33 

片
桐　

健
次 

旧
33 

鈴
木
潤
一
郎 

旧
33 

村
上　

宣
彦 

平
24
・
2
・
23

旧
35 

黒
瀬　

徹
也 

平
24
・
9

中
1 

橋
村　

洋
一 

平
24

中
6 

木
村　

武 

中
12 

松
野　

勝
抜 

高
1 

地
代
所　

実 

平
20

高
1 

山
下　

修 

平
25
・
5
・
9

高
2 

下
田　

隆 

平
25
・
10
・
15

高
2 

田
島　

亮 

高
2 

田
尻　

和
典 

高
2 

林　

昭 

高
2 

安
武
次
四
郎 

平
26
・
5

高
3 

有
田　

信
美 

高
3 

澤　

克
彦 

平
24
・
9
・
24

高
3 

仲
本　

弘 

平
24
・
7
・
31

高
3 

湯
川　

隆
穂 

平
13
・
3

高
4 

大
平
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｅ 

平
26
・
3
・
7

高
4 

河
北　

清
器 

平
26
・
1
・
23

高
4 

河
北　

弘
道 

高
4 

髙
橋　

照
彦 

平
25
・
8
・
21

高
4 

西
宮　

公 

平
26
・
3
・
7

高
5 

小
泉　

潤 

平
26
・
2
・
5

高
5 

元
松　

裕 

平
25
・
6
・
15

高
5 

吉
富　

享 

平
22
・
4
・
1

高
6 

工
藤　

正
路 

平
26
・
4
・
28

高
6 

光
永　

一
三 

平
26
・
4

高
7 

岡
本　

真
継 

高
7 

久
木　

康 

平
26
・
3
・
22

高
7 

日
高　

邦
廣 

平
25
・
5
・
9

高
7 

宮
田　

彰
浩 

高
8 

森　

稚
佳
之 

平
26
・
3
・
8

高
8 

湯
本　

信
之 

高
9 

赤
星　

敏
朗 

平
25
・
4
・
15

高
9 

万
江　

慶
典 

平
25
・
5

高
10 

川
崎　

孝
夫 

平
25
・
1
・
18

高
10 

平
野　

米
紀 

高
11 

鴻
池　

紘 

平
25
・
11
・
14

高
11 

福
田　

孝
一 

高
12 

池
田　

公
尚 

平
25
・
3

高
12 

工
藤　

勇
壹 

平
26
・
4
・
22

高
12 

吉
田　

憲
弘 

平
26
・
1
・
19

高
14 

石
川　

浩 

平
25
・
5
・
12

高
14 

原
口　

英
機 

平
24
・
3
・
21

高
14 

盛
山　

博 

平
26
・
1
・
30

高
14 

山
崎　

勝 

平
25
・
5

高
15 

石
松
英
一
郎 

高
18 

岡
本　

安
博 

平
25
・
9
・
23

高
18 

和
田　

宏
幸 

平
25
・
2
・
6

高
19 

岡
田　

博
則 

平
25
・
7
・
14

高
19 

長
島　

努 

高
20 

木
崎　

英
昭 

高
20 

中
原　

孝
雄 

高
20 

畑
野　

和
矢 

高
20 

前
田　

逸
雄 

高
20 

宮
川　

修
仁 

平
23
・
8
・
21

高
21 

緒
方　

裕
司 

平
25
・
12
・
10

高
34 

林
田　

正
光 

平
23
・
2

高
63 

田
中　

明
季 

平
26
・
5
・
16

旧
職 

渕
田　

東
洋 

平
26
・
4
・
3

司法修習生　松永　伸太郎（S49回）


